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■研究交流報告■ 

はじめに
神奈川大学大学院理学研究科（化学領域・生物科学

領域）と国立台湾大学化学系生化系は毎年交互に教

員と学生を派遣しながら国際会議を開催する国際学

術交流を続けている 1-11)。2017 年度は、2018 年 3 月

15 日㈭から 18 日㈰にかけて、第 13 回学術交流行事

が神奈川大学において行なわれた。

学術交流
第13回学術交流の背景
国立台湾大学化学系と神奈川大学理学部化学科は

2005 年 3 月に学術交流協定を結び、以来、毎年度、

交互に訪問団を組織し、訪問先で国際会議を開催す

る学術交流を続けてきた。2008 年度の第四回学術交

流からは大学院生も参加するようになり 3)、現在で

はむしろ大学院生の交流が中心である。派遣大学院

生の数を表 1 にまとめる。開催地が台湾の時は神奈

川大学からの派遣数、開催地が日本の時は国立台湾

大学からの受入数である。12 ～ 15 名の派遣が定着

している。

　国立台湾大学との国際交流では、国際交流学術会

議が中心行事であるが、その前後の行事や宿泊施設

での交流会で、本学の学生が台湾の学生と個人的に

交流する経験を持つことが重要である。神奈川大学

で学術交流を行なう回には、神奈川大学大学院生に

よる Welcome 委員会を組織し、学生同士の交流は

Welcome 委員会によって行われる。今回の Welcome
委員会の委員長は化学領域 D1 の猪狩拓真君である。

理学研究科から、猪狩君の声掛けにより集まった多

くの学生が Welcome 委員会のメンバーとして何らか

の国際交流に参加し、また、国際会議に参加して国

際会議の成功に寄与した。

　大学院レベルでの緊密な学術交流を背景に、国立

台湾大学化学系と神奈川大学理学部化学科は 2012
年度から学部 3、4 年生を対象とした国際共同授業（神

奈川大学での名称は「化学国際交流」）を開始した。「化

学国際交流」は 2012年度に神奈川大学で開講した後、

毎年度台湾と日本で交互に開講している。学部の時

に「化学国際交流」を受講して国立台湾大学に知り

合いのいる大学院生が Welcome 委員会に参加してい

る。彼らは交流において中心的な役割を果たし、ま

た継続して国立台湾大学と関わる者として、交流の

質の向上に大きく貢献している。

　化学科同士の交流で始まった国立台湾大学との関

係は、その実績を元に 2011 年度からは全学レベルに

拡大された 6)。猪狩君はこの制度を利用して、2015
年 10 月から１年間、国立台湾大学化学系の詹研究

室で研究をしてきた。また、大学院特別予算により、

2017 年 8 月には、化学領域の 3 人の大学院生が、や

はり詹研究室で 1 ヶ月間研究をしてきた。このよう
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           表 1．派遣大学院生数

年度 開催地 大学院生数

2008 台湾 6
2009 日本 9
2010 台湾 12
2011 日本 8
2012 台湾 12
2013 日本 12
2014 台湾 15
2015 日本 13
2016 台湾 14
2017 日本 12
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に、国立台湾大学との関係は重層的になってきてい

る。

　第 13 回の学術交流はこのような背景の下で開催さ

れた。

3月 15日㈭
Welcome 委員 12 名（国立台湾大学からの学生と人

数を合わせている）と木原は、国立台湾大学の一行

を羽田でお迎えした。国立台湾大学の一行のうち、

教員は以下の 4 名である。

　羅　禮強　教授 （化学系副主任）

　廖　尉斯　副教授 （化学系）

　周　宏農　教授 （生化院）

　何　佳安　教授 （生化院）

　何教授は 2 年前にも学術交流に参加されている。

　国立台湾大学の一行をバスに乗せて、まずは鎌倉

に向かった。Welcome 委員の数は国立台湾大学の学

生の数と合わせてあるので、各メンバーをバスの 2
人掛けのシートに 1 人ずつ座らせ、国立台湾大学の

学生とそれぞれ隣同士となるようにした。鎌倉につ

くまでに自己紹介などをし、仲良くなってもらった。

　鎌倉では 1 時間半ほどの自由時間の間に、鶴岡八

幡宮境内（図 1）や小町通りを散策した。バスで隣

同士となったペアで行動するようにし、学生が買い

物などの手伝いをするようにした。

　海岸通りを通って箱根保養所に移動した。到着後

すぐに夕食となった。美しく盛りつけられた夕食に

歓声が上がり、夕食後は温泉も楽しんだ。女性は浴

衣も楽しんだ。ロビーでは夜遅くまで懇親の時が続

いた。

図1．鶴岡八幡宮にて．

3月 16日㈮
朝の 9 時にバスで出発した。昨日と同じ座席に座っ

たのでだいぶ打ち解けたようである。

　湯本まで降り、神奈川県立生命の星・地球博物館

を訪れた。地球の歴史、生命の歴史、神奈川の自然

について学ぶことができる博物館である。１時間半

の自由時間の間にゆっくりと回ることができた。解

説には簡単な英語しかないので、ペアとなる学生に

説明して貰いたかったが、なかなか難しいようであ

る。

　バスに再び乗車して 5 分もかからずにかまぼこ博

物館に着いた。かまぼこ博物館は鈴廣本店に併設さ

れている体験型の博物館である。日本の代表的な食

品である「かまぼこ」と「ちくわ」を実際に作る体

験を行なった（図 2）。日本人と台湾人ができるだけ

交互になるようにして、説明がわかるようにしたが、

どれだけ通じただろうか。

図2．かまぼこ博物館にて「ちくわ」作り．

　まずはかまぼこである。すでにすり身は用意され

ているので、すり身をへらでこねて空気をとり除い

てから、同じへらを使って板の上に乗せていく「だ

け」である。職人さんは事も無げにやっていたが、

こちらには非常に難しい。しかし、皆なんとか形に

することができた。ただし、こね具合や乗せ具合で

味や歯触りが違ってくるらしい。職人さんが乗せた

ものと我々が乗せたものではどのように違うのだろ

うか？

　板に乗せたかまぼこを蒸し器に入れ、次はちくわ

である。すり身を平らにしてから、へらで竹の棒に

巻き付けていく。しかし、竹の棒の表面がすべるの

ですり身が巻き付いてくれない！　悪戦苦闘しなが

ら何とか巻き付ける者、諦めて手で巻き付ける者、

涼しい顔をしてさっと巻き付ける者、様々であった。

　昼食をとり、かまぼこを物色していると、ちくわ
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が焼きあがり、かまぼこが蒸し上がった。それぞれ

自分が作ったものを受け取ってから小田原城に向か

った。

　まだ梅の残る小田原城を散策してから神奈川大学

に向かった。到着して一休みした後、Luna にて歓

迎会を行った。箱根には行けなかった Welcome 委員

会のメンバーはここからの参加となる。教員の参加

が少なかったが、学部学生も含めて多くの学生が歓

迎会に参加した。旧交を温める学生がいれば、初め

ての国際交流に気後れする学生を手助けする学生も

いて、国際交流の継続の効果を感じた。

　歓迎会の後は、学生たちは国際交流研修施設で

Welcome 委員会メンバーと歓迎会の続きを行なっ

た。国立台湾大学の教員はグランドホテル神奈中平

塚に宿泊した。短い時間ではあったが、夜の平塚の

町でショッピングを楽しんでいただいた。

3月 17日㈯
サーカムホールには、箱根に行かなかった Welcome
委員が前日のうちにポスターボードを設置しており、

学術交流国際会議の準備はすでに整っていた。

　国際会議のプログラムとポスターを後掲する。

Opening remarks では、木原が神奈川大学の紹介と

本国際交流の歴史について述べた。

図3．学術交流国際会議．

　国際交流学術会議では、神奈川大学から 4 件（理

学部化学科 2、理学部生物科学科 1、工学部物質生

命化学科 1）、国立台湾大学から 4 件（化学系 2、生

化系 2）の招待講演があった（図 3）。招待講演はい

ずれも聞き応えのある内容で、会場からは多くの質

問が寄せられた。また、ポスター発表の学生のうち、

神奈川大学から 2 名（化学領域、生物科学領域各 1）
と国立台湾大学から 2 名（化学系、生化系各 1）の

ショートスピーチも行なわれた。ショートスピーチ

は講演のみで、質問はポスタープレゼンテーション

で受付ける形である。

　昼の時間にポスタープレゼンテーションが行われ

た（図4）。神奈川大学大学院理学専攻から 35 件（化

学領域 28、生物科学領域 7）、国立台湾大学から 12
件（化学系 6、生化系 6）のポスター発表があった。

ポスタープレゼンテーション会場には軽食を用意し、

つまんで食べながらの気楽な雰囲気でディスカッシ

ョンが行なわれた。ポスター発表の時間は 2 時間あ

ったが、瞬く間に終わってしまい、午後の講演が始

まってもポスターの前でのディスカッションが終わ

らない参加者が多数見られた。

図4．ポスター発表の様子．

　Closing remarks は西本化学科主任からいただい

た。閉会後、発表者をご招待し、平塚で情報交換会

を行なった。来年度から本国際交流を担当する辻　

教授、生物科学科から金澤教授も参加した。今後の

国際交流の進め方について、特に、新しい大学院生

参加プログラムについて話し合いをおこなった。

　一方、学生は国際交流研修施設でパーティーを行

なった。多くの学生が集まり、夜遅くまで交流を行

なった。

3月 18日㈰
国際交流の最終日にふさわしい穏やかな日であった。

この日の催しには Welcome 委員会からは 12 名が参

加する予定であったが、昨晩のパーティーで盛り上

がったため、予定外の参加者が 2 人ほどいた。

　学生を載せたバスは湘南ひらつかキャンパスを出

発し、平塚で教員をピックアップした後、横浜の三

菱みなとみらい館に向かった。三菱みなとみらい館

では先端科学技術について、体験を交えた見学を行

なった。早めに見学を終えたグループはショッピン

グモールに繰り出していた。
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　中華街に移動し、昼食をとった。横浜中華街は世

界最大級の中華街であり、日曜日で人出も多く、台

湾の一行も興味深そうであった。

図5．中華街を散策する廖副教授．

　昼食後は中華街を散策した（図 5）。台湾から見れ

ば海外の中華街であり、日本人にとっても台湾人に

とっても異文化体験であったようである。

　横浜を後にし、羽田空港に向かった。国立台湾大

学一行のうち廖副教授は翌週の日本化学会春季年会

に招待されているために、また、何人かの学生は日

本国内の旅行をさらに続けるために、それぞれ残る

ということであった。国際線ターミナルの 5 階の特

設会場で写真会を行い（図 6）、別れを惜しんでから

湘南ひらつかキャンパスへの帰途についた。到着後、

国際交流研修施設の片づけを行ってから解散した。

図6．羽田空港にて．

さいごに
教員の間の交流から始まった神奈川大学と国立台湾

大学との国際交流は、大学院生の交流、学部間共同

授業、研究交流と発展してきた。その成果を踏まえ、

今回来日された 4 人の先生方に、短期の研究交流の

受入は可能かとお伺いしたところ、どなたも喜んで

受入れるとのことであった。順調に進めば、2018 年

の夏休みには、化学領域だけではなく生物科学領域

からも大学院生の研究派遣が可能となるであろう。

　国立台湾大学との国際交流は、理学部と理学研究

科にとって、特別な行事ではなく、日常となってき

ている。どの大学でもグローバル化の掛け声は高い

が、等身大の活動が行われることはまれである。本

学と国立台湾大学との国際交流のように、自然な形

で行われる交流は非常に貴重である。手を伸ばせば

いつでもそこにある国際交流により、本学の学生の

「外国」に対する壁が限りなく低くなっていくことを

期待している。

　国立台湾大学との国際交流で培われたインターナ

ショナルな雰囲気とノウハウは、理学部と理学研究

科に多くの変革をもたらしつつある。2017 年にはタ

イのランシッド大学との研究交流が始まった。また、

学部でも大学院でも英語で行われる授業が運営され

るようになり、大学院では英語だけで修了できるよ

うになった。いずれも手探りではあるが、後戻りす

るような性格のものではない。

　国立台湾大学との国際交流は、2016 年度までは特

別予算で行なってきたが、2017 年度の今回の交流か

らは経常予算の中で行うこととなった。それに伴い、

様々な手続きは庶務課、教務課、国際課で行ってい

ただけるようになった。年度末の忙しい時期である

にも関わらず、煩雑な手続きをしてくださった事務

の方に篤く感謝をいたします。
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研究交流報告：付録

13th International Symposium
on the KanagawaUniversity ‒ National Taiwan University

Exchange Program

Kanagawa University, SHC, Circum Hall
17 March 2018 9:20 – 17:30

Poster Session 12:10 –14:10 at Foyer

INVITED LECTURES
Akio Kawai (KU, Chemistry)
How Large Are Voids in Ionic Liquids?
Wei-Ssu Liao (NTU, Chemistry)
Bioanalytical Chemistry with Chemical Lift Off Lithography
Satoshi Ishikawa (KU, Material and Life Chemistry)
Synthesis of Microporous Crystalline Mo-V-Oxide for Selective Oxidation
Lee-Chiang Lo (NTU, Chemistry)
Development of Chemical Probes Exploiting Quinone Methide 
Chemistry for Biochemical Applications
Kentaro Suzuki (KU, Chemistry)
Self-Propelled Oil Droplet of Caged Fatty Acid toward 
UV Light Source
Hong-Nong Chou (NTU, Fisheries Science)
From the Nature Revelation of Red Tides to the Inspirations of 
Social Entrepreneurship
Emiko Maruta (KU, Biological Sciences)
Vegetation and Climate in Eastern Asia
Ja-an Annie Ho (NTU, Biochemical Science and Technology)
Biodegradable Nanodrug System for Cancer Therapy

SHORT SPEECHES
Toru Amakasu (KU, Chemistry)
Supramolecular Syntheses by Alkene Metathesis Reaction of 
Polyalkenyl Compounds as Dynamic Covalent Chemistry
Chong-You Chen (NTU, Chemistry)
Self Standing Aptamers by an Artificial Defect-Rich Matrix
Masafumi Hanazuka (KU, Biological Sciences)
Purification and Characterization of Vitellogenesis-Inhibiting 
Hormone (VIH) From Southern Rough Shrimp 
Trachysalambria curvirostris
Yi-Te Chou (NTU, Biochemical Science and Technology)
Targeting Triple-negative Breast Cancer with Aptamer-functionalized 
Nanoformulations: A Synergistic Combined Treatment Using Photodynamic 
Therapy and Bioreductive Therapy
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